
平成16年度歳入・歳出決算を認定
広島県議会個人情報保護条例を議員提案により制定
知事後援会の政治資金収支報告書記載問題に関する決議を可決
岩国基地における在日米軍再編に関する意見書などを可決

広島空港に隣接する「三景園」月漕亭の雪景色（三原市本郷町） …「三景園」は広島空港の開港を記念して平成5（1993）年に造られた、広島市民球場の約6倍の広さをもつ日本庭園です。県内の山・里・海の三つの風景にちなんで名づけられました。

平成16年度歳入・歳出決算を認定
広島県議会個人情報保護条例を議員提案により制定
知事後援会の政治資金収支報告書記載問題に関する決議を可決
岩国基地における在日米軍再編に関する意見書などを可決

第2号 第2号 

　
広
島
県
議
会
は
、十
二
月
定
例
会
を
十
二
月
六
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
十
日

間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
十
七
年
度
広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
広
島
県
立

広
島
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
、九
月

定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た
「
平
成
十
六
年
度
決
算
認
定
」
、「
岩
国
基
地
に
お

け
る
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
意
見
書
案
」
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、五
十

七
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
知
事
後
援
会
の
政
治
資
金
収
支
報
告
書
記
載
問
題
に
関
し
て
、知
事
自
ら
が
県
民
に

対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
決
議
を
行
い
、ま
た
、県
議
会
に
お
け
る
個

人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、自
己
情
報
の
開

示
、訂
正
、利
用
停
止
に
関
す
る
個
人
の
権
利
を
保
障
す
る
「
広
島
県
議
会
個
人
情
報
保

護
条
例
」
を
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
し
ま
し
た
。
 

　
各
常
任
委
員
会
及
び
合
併
後
の
地
域
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託

さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

●平成17年度補正予算
●平成16年度決算
●条例案

●人事案件
●その他の議案

●意見書案
●決議案
●請　願

一般会計2件、特別会計4件、企業会計4件 

普通会計1件、企業会計1件 

広島県立広島国際協力センター設置及び管理条例等の一部を改正
する条例案など14件 

収用委員会委員の任命、出納長の選任 

工事請負契約（一般県道豊浜蒲刈線橋梁整備工事など）の締結に
ついてなど25件 

岩国基地における在日米軍再編に関する意見書など3件 

知事後援会の政治資金収支報告書記載問題に関する決議 

乳幼児医療費助成制度の拡充を求める請願など3件（不採択） 

可決

認定

可決

承認可決

可決

同意

12月定例会日程 （平成17年12月6日～12月15日）

●平成16年度歳入・歳出決算を認定
普通会計決算特別委員会で継続審査してきた、平成16年度広島県一般会計歳入・歳出決算をはじ
めとした普通会計決算を認定しました。また、企業会計決算特別委員会で継続審査してきた、病院
事業会計などの企業会計決算を認定しました。 

●広島県議会個人情報保護条例を可決
県議会における個人情報を保護するため、適正な取り扱いを確保するとともに、自己の個人情報の
開示、訂正、利用停止に関する個人の権利を保障する条例を、議員提案により制定し、平成18年4月
から施行することとしました。 

●平成17年度一般会計・特別会計補正予算を可決
広島・バンコク国際定期航空路線就航関係事業費など、平成17年度一般会計・特別会計補正予算
を可決しました。 

●広島県立広島国際協力センター設置及び管理条例等の一部を改正する条例を可決
県の施設において、集団的・常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になると認め
られる利用を排除することを目的とする改正条例を可決しました。 

12月 7日 全員委員会  
12月 6日 本会議［開会、提案理由説明など］ 

12月 9日 本会議［一般質問］ 

12月12日 本会議  

12月14日 拠点機能強化対策特別委員会

12月15日 本会議［委員長報告、議案の採決など］
議員定数・選挙区調査特別委員会

可決

年4回発行 

平成18（2006）年1月

12月 8日 本会議  

発　行／広島県議会　編　集／広島県議会広報委員会

発行日／平成18（2006）年1月15日

12月13日 各常任委員会
合併後の地域づくり対策特別委員会

提案事項の説明、全国都道府県議会 
議長会自治功労者表彰状伝達など 

追加議案の提出及び提案理由説明、 
一般質問 

一般質問、議案の委員会への付託、 
決議案の採決など 

●知事後援会の政治資金収支報告書記載問題に関する決議 
知事の後援会における政治資金規正法違反事件に関して、知事は「一日も早い県民の皆様の信頼回
復に向けて真摯に努力してまいりたい」と発言しています。 
事実関係の全容解明は司法の手に委ねられていますが、知事自らも進んで県民の信頼回復に努力
され、事実が判明次第速やかに、県民に対して説明責任を果たすことを求める決議を行いました。 

●岩国基地における在日米軍再編に関する意見書 
環境悪化を懸念する地元の意見があることを踏まえ、地元自治体の意向を最大限尊重するよう、関
係省庁に要望しました。 

県議会 県議会 



可決された 
意見書 
可決された 
意見書 

販売取り締まりの強化や、業界に
対する改造防止の自主規制など
を要望 

●岩国基地における在日米軍
再編に関する意見書

●子どもの安全な環境づくり対
策の強化を求める意見書

●改造エアガン対策の強化
を求める意見書

不審者情報提供システムの構築
や防犯資機材等の整備への支援
の充実を要望 

12月15日議決

県民福祉の向上のため、国会や関
係省庁等に提出し、その実現を図る
よう要望しました。

成育医療    成育医療    

これまでの診療
科の枠

を越え、胎児か
ら小児、

思春期を経て出
産・育児

に至るまでの

ライフサイク

ルに基づい

た医療

用語
 

解説
 

一
般
質
問
（
要
旨
）

● 
１２
月
8
日
 

すなはらかつ のり 

なかもとたか し 

たか はしまさひろ 

県政に関する質問から 
本会議では、12月8日・9日・12日の3日間、9人の議員が一般質問を行い、 

子どもの安全の確保や子育て支援、医療対策や産業振興、建築物の安全性の確保などの、 

県政が直面する様々な課題について、県民の視点に立った論議を展開しました。 

一
般
質
問
（
要
旨
）

● 
１２
月
１２
日
 

なか はらこう じ 

問 
建
築
確
認
及
び
中
間
検
査
で
は
、

現
地
を
確
認
し
、問
題
点
が
あ
れ

ば
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、

現
在
建
築
中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、直
ち

に
行
う
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

建
築
行
政
に
お
け
る
指
導
の

強
化
と
現
地
確
認
の
徹
底

処
分
場
の
規
模
縮
小
と
受
入
期
間

答 
今
回
の
偽
造
問
題
を
受
け
、中

高
層
の
共
同
住
宅
に
つ
い
て
も
、

指
導
・
検
査
体
制
の
充
実
と
と
も
に
、中

間
検
査
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、現
在
建
築
中
の
共
同
住
宅
で

県
が
管
轄
す
る
建
物
は
、緊
急
に
立
入

検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、他
団
体

等
と
も
対
応
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
き
た
い
。 

問 
廃
棄
物
搬
入
量
の
減
少
に
応
じ
、ま
た
、

県
が
掲
げ
て
い
る
「
産
廃
総
量
を
平

成
十
八
年
度
ま
で
に
四
割
減
少
さ
せ
る
」
と

い
う
目
標
値
に
応
じ
、出
島
処
分
場
の
規
模

縮
小
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま

た
「
十
年
間
で
処
分
場
を
閉
鎖
す
る
」
と
い
う

こ
と
を
は
っ
き
り
と
答
弁
い
た
だ
き
た
い
。

答 
今
後
の
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
等

の
進
展
を
考
慮
し
て
も
、出
島
処

分
場
の
規
模
に
つ
い
て
は
、当
初
計
画
の

と
お
り
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

　
受
入
計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、平
成
十

五
年
六
月
に
、地
元
の
代
表
者
と
締
結

し
た「
廃
棄
物
受
入
の
計
画
期
間
は
、受

入
開
始
か
ら
十
年
間
と
す
る
」と
い
う

協
定
の
内
容
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
。 

地
域
に
お
け
る
防
犯
体
制
の
整
備

問 
「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
の
目
的
で
あ
る
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

に
は
市
町
の
単
位
で
の
推
進
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
資
金
的
な

援
助
を
含
め
、今
後
、地
域
の
推
進
体
制

を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

答 
現
在
、地
域
の
協
働
体
制
づ
く

り
が
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
る
も
の

の
、市
町
に
お
い
て
は
推
進
の
た
め
の
知

識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
に
な
い
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。今
後
と
も
、市
町
の
取
り
組

み
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、体
制
整
備
や

計
画
づ
く
り
等
に
対
し
て
、引
き
続
き

助
言
と
協
力
に
努
め
る
と
と
も
に
、財

政
支
援
も
含
め
た
新
た
な
支
援
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。 

まつうらさち お 

問 
今
後
、知
事
の
政
治
責
任
が
ま
す

ま
す
重
大
に
問
わ
れ
る
事
態
も

考
え
ら
れ
る
。

　
事
件
に
つ
い
て
、県
民
に
対
す
る
謝
罪

も
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、こ
う
し
た
事

態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
責
任
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、知
事
自
身
、ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

後
援
会
の
政
治
資
金
規
正
法
違

反
問
題
に
係
る
知
事
の
責
任
の

あ
り
方

組
合
交
渉
の
あ
り
方

答 
県
民
の
政
治
不
信
を
招
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、非
常
に
遺
憾
で

あ
り
、重
く
受
け
止
め
て
い
る
。 

　
こ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
、事
実
が
判

明
し
た
時
点
で
、県
民
に
責
任
を
も
っ
て

説
明
し
て
い
く
。 

　
こ
の
問
題
は
真
正
面
か
ら
取
り
組
む

べ
き
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、今
後
、一
日

も
早
い
信
頼
回
復
に
向
け
、真
摯
に
努

力
す
る
。 

問 
広
島
県
の
組
合
交
渉
の
実
態
は
、

時
代
錯
誤
も
甚
だ
し
く
、過
去
の

慣
行
を
い
ま
だ
に
温
存
し
、慣
れ
あ
い
の

関
係
の
中
で
、け
じ
め
も
緊
張
感
も
な
い

と
い
え
る
。

　
労
使
双
方
の
コ
ス
ト
感
覚
の
欠
如
か
ら
、

県
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
と
い
っ
て
い
る

中
、倒
産
の
心
配
も
な
く
、労
使
交
渉
に

時
間
を
と
る
こ
と
が
、い
ま
だ
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
県
民
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

答 
秩
序
あ
る
適
正
な
労
使
関
係
の

構
築
は
、県
政
を
円
滑
に
推
進

す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。 

　
こ
れ
ま
で
労
使
関
係
の
見
直
し
に
努

め
て
き
た
が
、「
交
渉
の
あ
り
方
」な
ど
、

い
ま
だ
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、県

民
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

健
全
な
労
使
関
係
の
構
築
に
一
層
努
力

す
る
。 

かわ い あん り 

問 
国
の
認
定
を
受
け
て
「
広
島
バ
イ

オ
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、今
後
、ど
の
よ
う
な
戦
略

の
も
と
に
育
成
を
進
め
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
し
て
の
構
築
に
取
り
組
も
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

広
島
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
推
進

答 
遺
伝
子
組
み
換
え
や
再
生
医
療

等
の
バ
イ
オ
技
術
を
切
り
口
と
し
、

そ
の
成
果
を
も
の
づ
く
り
技
術
と
結
び

付
け
て
新
た
な
事
業
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、既
に
、バ

イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
中
に
は
モ
デ
ル
と
な
る

事
例
も
出
て
き
て
い
る
。引
き
続
き
起

業
化
や
事
業
化
に
向
け
た
多
様
な
取
り

組
み
と
そ
の
集
積
を
促
進
す
る
。 

地
域
ぐ
る
み
の

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
拡
大

問 
地
域
ぐ
る
み
で
、自
発
的
に
行
う

子
ど
も
を
見
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
、模
範
的
な
活
動
を
し
て
い
る
地
区
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
し
、地
域
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
活
動
内
容
を
県
全
域
に
拡
大

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

る
先
駆
的
な
地
域
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
ほ

か
、各
市
町
へ
紹
介
す
る
と
と
も
に
、平

成
十
八
年
二
月
に
開
催
す
る
地
域
活
動

者
交
流
会
で
の
発
表
を
検
討
し
て
い
る
。 

　
今
後
と
も
、子
ど
も
を
見
守
る
た
め

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
だ
自
主
的
な
活

動
が
全
県
的
に
広
が
る
よ
う
取
り
組
む
。 

問 
か
ね
て
か
ら
、広
島
市
域
の
治
安

情
勢
へ
の
対
応
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
た
め
、広
島
市
に
お
け
る
一
区
一

警
察
署
体
制
を
整
備
し
、
警
察
機
能
を

充
実
さ
せ
る
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
が
、

知
事
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

広
島
市
の
一
区
一
警
察
署
体
制
の

整
備

答 
住
民
に
と
っ
て
、管
轄
区
域
が
わ
か

り
に
く
く
、ま
た
、警
察
署
と
住
民
・

行
政
機
関
と
の
連
携
が
十
分
に
発
揮
で
き

な
い
こ
と
や
、管
轄
面
積
が
広
大
な
警
察
署

で
は
、効
率
的
な
警
察
活
動
が
図
れ
な
い
な

ど
の
課
題
も
あ
る
。こ
う
し
た
状
況
を
解

消
す
る
た
め
に
、一
行
政
区
一
警
察
署
体
制
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。 

　
今
後
、財
政
事
情
を
見
極
め
な
が
ら
、そ

の
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

一
般
質
問
（
要
旨
）

● 
１２
月
9
日
 

くさ か み か 

すぎはらひであき 

まどころ さとし 

今
後
の
観
光
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み

問 
「
観
光
交
流
県
広
島
」
の
実
現
の

た
め
に
は
、
県
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、目
指
す
べ
き
目
標
を
示
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ

の
実
現
に
向
け
、ど
の
よ
う
な
目
標
を
掲

げ
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

す
る
の
か
。
ま
た
、そ
の
中
で
県
は
い
か

な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
か
。

答 
「
観
光
振
興
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
を

展
開
し
て
お
り
、今
後
、大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
成
果
も
踏
ま
え
、多
彩
な
観

光
資
源
の
商
品
化
の
ほ
か
、効
果
的
な

宣
伝
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
。 

　
県
と
し
て
は
広
域
連
携
の
促
進
な
ど

に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
策

答 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
時
に
必

要
と
見
込
ま
れ
る
治
療
薬
の
計

画
的
な
備
蓄
や
、対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
所

要
の
修
正
を
行
う
。万
一
、発
生
し
た
場

合
に
は
、医
療
体
制
の
確
保
や
治
療
薬

の
供
給
、県
民
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、そ

の
対
策
に
万
全
を
尽
く
し
た
い
。 

問 
県
は
、今
年
度
、子
ど
も
の
犯
罪

被
害
の
防
止
を
中
心
と
す
る
緊

急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
係
部
局
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、こ
れ
ま
で
の

活
動
状
況
を
踏
ま
え
た
目
標
の
達
成
見

込
み
と
、目
標
の
達
成
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
の
安
全
な
環
境
づ
く
り

答 
今
年
度
の
子
ど
も
が
被
害
者
と

な
る
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、前

年
同
期
を
約
六
％
下
回
っ
て
い
る
が
、目

標
の
達
成
に
向
け
て一
層
の
努
力
が
必
要

で
あ
る
。今
後
、子
ど
も
の
危
険
回
避
能

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
で

子
ど
も
を
守
る
自
主
的
な
取
り
組
み
の

促
進
な
ど
、県
民
総
ぐ
る
み
の
活
動
が

よ
り
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。 

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
四
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
職
員
の
給
与
改
定
と
人
件
費
の
削

減
効
果
額
に
つ
い
て
 

●
知
事
の
後
援
会
の
政
治
資
金
収
支

報
告
書
記
載
問
題
に
つ
い
て
 

●
職
員
組
合
と
の
交
渉
に
係
る
諸
問

題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
八
件
、条
例
案
三
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
十
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
指
定
都
市
高
速
道
路
整
備
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
 

●
「
公
の
施
設
」
に
お
け
る
暴
力
団
の

排
除
に
つ
い
て
 

●
国
際
定
期
航
空
路
線
の
利
用
促
進

に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
三
件
、条
例
案
三
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
九
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
請
願
二
件
不
採
択
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
ア
ス
ベ
ス
ト
に
係
る
公
共
性
の
高

い
建
築
物
等
の
使
用
実
態
調
査
に

つ
い
て
 

●
障
害
者
自
立
支
援
法
の
円
滑
な
施

行
に
つ
い
て
 

●
県
立
社
会
福
祉
施
設
へ
の
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
二
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
三
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
請
願
一
件
不
採
択
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
教
職
員
の
給
与
改
定
と
人
件
費
削

減
効
果
に
つ
い
て
 

●
「
公
の
施
設
」の
指
定
管
理
者
の
選

定
に
つ
い
て
 

●
教
師
の
指
導
力
や
資
質
の
向
上
な

ど
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
三
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
農
業
改
良
資
金
貸
付
金
制
度
に
つ

い
て
 

●
経
営
所
得
安
定
対
策
の
農
家
へ
の

十
分
な
説
明
に
つ
い
て
 

●
公
共
事
業
の
適
切
な
執
行
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

条
例
案
2
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
三
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
不
当
な
街
宣
行
為
の
徹
底
し
た
取

り
締
ま
り
に
つ
い
て
 

●
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の

対
策
の
強
化
に
つ
い
て
 

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

企
業
が
利
用
し
や
す
い

県
独
自
の
融
資
制
度
の
創
設

問 
「
融
資
は
欲
し
い
が
金
融
機
関
が
応

じ
て
く
れ
な
い
。
信
用
保
証
協
会
の

審
査
が
厳
し
い
。
」
と
い
う
経
営
者
の
声
が
多

く
出
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築

し
て
資
金
を
届
け
る
の
か
。
既
存
の
制
度
を

打
ち
破
っ
た
新
た
な
制
度
の
創
設
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、県
独
自
の
融
資
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答 
無
担
保
ス
ピ
ー
ド
保
証
融
資
を

創
設
す
る
な
ど
、円
滑
な
資
金

供
給
に
努
め
て
い
る
が
、預
託
融
資
等
が

一
層
利
用
し
や
す
い
制
度
に
な
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
。ま
た
、市
場

型
間
接
金
融
な
ど
の
新
た
な
制
度
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。 

問 
少
子
化
対
策
は
多
く
の
施
策
を

重
層
的
に
織
り
込
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
が
、経
済
的
な
支
援
策
の
一
つ

と
し
て
、独
自
の
子
育
て
減
税
を
研
究
し

て
は
ど
う
か
。

子
育
て
減
税

答 
少
子
化
対
策
は
、地
方
公
共
団
体
が

取
り
組
む
子
育
て
支
援
策
だ
け
で

な
く
、税
制
や
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
な

ど
国
を
挙
げ
て
の
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。税
制
に
よ
る
対
策
に

つ
い
て
は
、国
・
地
方
を
通
じ
た
共
通
の
制
度

と
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、引
き
続
き
、様
々
な
機
会
を
通
じ

て
、国
に
対
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。 

問 
県
立
広
島
病
院
は
、産
科
、新
生

児
科
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な

チ
ー
ム
医
療
を
行
う
な
ど
、高
度
な
医
療

を
提
供
し
て
い
る
。
母
子
・
小
児
医
療
を
、

今
後
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。

県
立
広
島
病
院
に
お
け
る

母
子
・
小
児
医
療
の
強
化

地
域
に
お
け
る

産
科
・
小
児
科
の
医
師
不
足
対
策

答 
県
立
広
島
病
院
の
母
子
医
療
機
能

の
強
化
に
向
け
、周
産
期
医
療
や
小

児
医
療
の
概
念
を
さ
ら
に
進
め
た
、次
世
代

育
成
に
必
要
な
医
療
を
一
元
的
・
継
続
的
に

提
供
す
る
「
成
育
医
療
」の
実
施
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。今
後
、県
立
広
島
病
院
が
次

世
代
育
成
を
支
援
す
る
拠
点
医
療
機
関
と

な
る
よ
う
機
能
強
化
を
図
り
た
い
。 

問 
中
山
間
地
域
に
お
け
る
産
科
・
小

児
科
の
医
師
不
足
は
深
刻
化
し

て
い
る
。
小
児
救
急
医
療
体
制
を
継
続
的
・

安
定
的
に
機
能
さ
せ
、子
育
て
を
支
援
す

る
た
め
の
医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答 
小
児
科
な
ど
に
お
け
る
医
師
確

保
対
策
は
、重
要
か
つ
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。医
師
を
県
職
員
と
し
て
採

用
し
て
、地
域
に
供
給
す
る
な
ど
、医
師

不
足
の
解
消
と
地
域
医
療
確
保
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
指
摘

を
踏
ま
え
た
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
、

医
師
不
足
の
解
消
や
小
児
救
急
医
療
の

安
定
的
な
確
保
に
向
け
、努
力
す
る
。 

●
市
町
に
対
す
る
支
援
な
ど
中
山
間

地
域
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
 

●
市
町
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
県

総
合
計
画
へ
の
反
映
に
つ
い
て
 

●
郵
政
民
営
化
に
伴
う
、郵
便
局
と
連

携
し
た
取
り
組
み
検
討
に
つ
い
て
 

●
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
た
め
の
市

町
担
当
職
員
の
資
質
向
上
対
策
に

つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

合
併
後
の
地
域
づ
く
り
対
策
 

特
別
委
員
会
 

12
月
13
日
開
催

広島バイオ クラスター事業 

広島バイオ クラスター事業 
広島大学等の研究成果を基に、研究機関や企業が連携して革新的な技術を生み出し、バイオ
テクノロジー
産業の創出と
集積を目指す。

用語 
解説 

将
来
の
効
果
を
見
据
え
た

公
共
投
資

問 
財
政
再
建
の
名
の
も
と
に
、中
山

間
地
域
へ
の
投
資
が
切
り
捨
て
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
中
山
間
地
域

の
公
共
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、即

効
性
を
求
め
る
評
価
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
、

将
来
の
効
果
を
も
見
据
え
た
地
域
の
元

気
に
つ
な
が
る
公
共
投
資
の
実
施
が
重

要
で
は
な
い
か
。

答 
こ
れ
ま
で
中
山
間
地
域
に
お
け

る
定
住
と
交
流
を
促
進
す
る
施

策
の一
環
と
し
て
、生
活
環
境
や
連
携
・

交
流
基
盤
の
整
備
、ま
た
農
林
水
産

業
の
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
の
公
共

事
業
を
推
進
し
て
き
た
。 

　
今
後
と
も
、豊
か
な
自
然
・
文
化
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
自
律
し
た
地
域

社
会
を
形
成
し
、地
域
経
済
を
支
え

る
た
め
、必
要
な
社
会
資
本
の
効
果
的
・

効
率
的
な
整
備
に
努
め
る
。 

問 
景
気
回
復
効
果
に
よ
り
、当
初
予

算
を
上
回
る
県
税
の
収
入
が
あ
っ

た
わ
け
だ
か
ら
、増
収
分
を
別
枠
の
財
源

と
し
て
、産
業
再
生
に
か
か
わ
る
施
策
に

重
点
投
資
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
税
増
収
分
の
産
業
再
生
施
策

へ
の
重
点
投
資

答 
県
内
経
済
は
、全
体
と
し
て
回

復
を
続
け
、県
税
収
入
は
、若
干
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
は
じ
め
て
い
る
が
、

依
然
、厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
な
い
。 

　
し
か
し
、活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く

り
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、財
政

健
全
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、県
勢

の
発
展
を
支
え
る
重
要
な
施
策
に
つ
い

て
は
、可
能
な
限
り
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
な
ど
、施
策
の「
選
択
と
集
中
」

を
徹
底
し
、「
元
気
な
広
島
県
」の
実
現

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

地域活動者交流会 地域活動者交流会 
地域で子どもを犯罪被害から守る取り組みが継続的なものとして定着するよう、地域で子どもの見守り活動をしている県民
や団体による実
践事例発表や
意見交換など
を行う交流会

用語 
解説 

建築確認　  建築確認  　 

建築物が、法令に
適合した

ものであることを
確認する

こと。偽装問題に
関連した

情報収集や、

審査方法・審

査体制の総

点検などが行

われている。

用語
 

解説
 

問 
人
が
抵
抗
力
を
持
た
な
い
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
我
が
国
で

も
大
流
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
、多
く
の
患

者
や
死
亡
者
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
国
で

は
行
動
計
画
を
策
定
し
、都
道
府
県
に
も

協
力
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
人
命
に
か

か
わ
る
重
大
な
問
題
に
対
し
、県
は
率
先

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

問 
県
は
、広
島
県
の
将
来
像
と
し
て
、

中
国
州
を
主
張
し
、州
都
広
島
を

目
指
し
て
い
る
が
、そ
の
考
え
方
に
つ
い

て
道
州
制
の
制
度
設
計
を
議
論
し
て
い

る
国
や
、中
国
地
方
の
各
県
、広
島
市
に

理
解
を
求
め
、県
民
へ
説
明
す
る
必
要
も

あ
る
。
中
国
州
の
実
現
に
向
け
て
、知
事

は
市
町
村
合
併
で
示
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
、ど
の
よ
う
に
発
揮
し
て
い
く
の
か
。

中
国
州
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

答 
国
が
審
議
し
て
い
る
道
州
制
の

基
本
的
な
制
度
像
は
、お
お
む
ね

本
県
の
意
見
に
沿
っ
て
い
る
。今
後
、道

州
制
の
実
現
に
向
け
て
、幅
広
い
合
意

形
成
を
図
り
、県
民
に
も
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
く
。ま
た
、本
県
が
中
心

的
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、中
枢

拠
点
性
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組
む
。 

道州制  　　 道州制 　　 
現在の都道府県に代え、より自主性・自立性の高い広域自治体として、複数の都道府県を合わせた区域に「道」
または「州」を置くも
の。地方自治体は、「道
州」と「市町村」の二
層制となる。

用語 
解説 

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

農
林
委
員
会

農
林
委
員
会

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

市
町
に
対
す
る
支
援
対
策
な
ど

●
広
島
都
市
圏
に
お
け
る
機
能
強
化

対
策
に
つ
い
て
 

●
福
山
地
域
に
お
け
る
拠
点
機
能
の

強
化
と
備
後
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
 

●
岩
国
基
地
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

拠
点
機
能
強
化
対
策
 

特
別
委
員
会
 

道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
な
ど

●
地
域
防
災
に
つ
い
て
 

●
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延

防
止
に
つ
い
て
 

●
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

環
境
・
安
全
・
危
機
管
理
対
策
 

特
別
委
員
会
 

循
環
型
社
会
の
形
成
な
ど

●
部
局
を
横
断
し
た
農
業
参
入
企
業

の
誘
致
に
つ
い
て
 

●
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
 

●
新
た
な
県
総
合
計
画
を
具
体
化
し

た
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

産
業
活
力
・
雇
用
対
策
 

特
別
委
員
会
 

雇
用
及
び
人
材
育
成
対
策
な
ど

●
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
企
画
展

に
つ
い
て
 

●
ひ
ろ
し
ま
平
和
貢
献
構
想
に
つ
い
て
 

●
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

平
和
貢
献
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
 

対
策
特
別
委
員
会
 

平
和
貢
献
施
策
の
推
進
な
ど

●
広
島
市
立
矢
野
西
小
学
校
児
童
殺

害
事
件
に
つ
い
て
 

●
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

次
世
代
育
成
対
策
特
別
委
員
会
 

子
ど
も
の
健
全
育
成
な
ど

無担保スピード 
保証融資 

無担保スピード 
保証融資 

県・県信用保

証協会・各取

扱金融機関の

三者が連携し

て行う、中小企業
を対象とし

た運転資金を融資
（2,000

万円を限度）する制
度

用語
 

解説
 

子どもの犯罪被害 

防止プロジェクト 
子どもの犯罪被害 

防止プロジェクト 

「地域の子どもは
地域で守る」

ための、学校、警察
、地域など

が連携した様々な取
り組み

目標…子どもが被

害者となる刑法犯

認知件数10％減

用語
 

解説
 

 

紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

（子どもの安全
な環境づくり 

緊急プロジェク
ト） 

県議会 平成18（2006）年1月15日



今
度
、

委
員
会

モ
ニ
タ
ー
を

見
に
い
っ
て

み
よ
う
か
。

議
員
さ
ん
は

本
会
議
に
し
か

出
て
い
な
い

の
か
な
？

毎
月
、

常
任
委
員
会

っ
て
い
う
の
が

開
か
れ
て
い
る

ら
し
い
わ
よ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
の
っ
て
る

か
な
？

い
ろ
ん
な

委
員
会
で
、

た
く
さ
ん

話
し
合
い
が

さ
れ
て
い
る

ん
だ
ね
。

特
別
委
員
会

っ
て
い
う
の
も

開
か
れ
て
る
ん
だ
。

大豆油インクを使用しています。

古紙配合率100％の再生紙を
使用しています。

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局調査課企画法制室でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。 
〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52  広島県議会事務局　調査課　企画法制室

本会議が終わったら？ 

お 知 ら せ  

議会閉会中も、毎月、常任委員会を開催し、
担当する行政施策の審査・調査を行って
います。 

●常任委員会常任委員会 ●常任委員会 

委員会の審議状況が、議会棟1階のモニ
ターテレビでご覧いただけます。 
●受付（委員会開会の１時間前～）
●定員36名（希望者多数の場合は抽選）

●委員会のモ委員会のモニター視聴ー視聴 ●委員会のモニター視聴 

県の行政に対して意見や要望がある場合は、
県議会に請願を提出することができます。
提出された請願は、委員会で審査し、本会
議において採択するかどうか決定します。 
●採択された請願は知事に送付し、知事
　は処理の結果を議会に報告します。

●請　願請　願 ●請　願 

特定の事項を審査・調査するために必要
に応じて設置されます。なお、9月定例
会では決算関係を集中審査するため、決
算特別委員会が設置されました。 

●特別委員会特別委員会 ●特別委員会 

新 議 員 紹 介 議員定数・選挙区調査特別委員会における 
審議の状況 

決算特別委員会における審議の状況 決算特別委員会における審議の状況 

普通会計 普通会計 

詳しくはホームページをご覧ください。

平成17年秋の褒章で、次の議員が藍綬褒
章を受章しました。

〈尾道市／民主県政会〉 

〈世羅郡／自民〉 

〈東広島市／民主県政会〉 

全国都道府県議会議長会から次の議員が
自治功労者として表彰されました。

〈安芸郡／県政会〉 

〈安芸郡／自民〉 

〈広島市安佐北区／民主県政会〉 

〈広島市佐伯区／民主県政会〉 

〈広島市中区／自民党良政会〉 

30
年
表
彰
 

受
章
者
 

〈東広島市／民主県政会〉 

〈福山市・沼隈郡／共産〉 

〈比婆郡／自民〉 

〈広島市南区／自民刷新会〉 

10
年
表
彰
 

受
章
者
 

所属委員会 
●生活福祉保健委員会 
●産業活力・雇用対策特別委員会 

委 員 長

副委員長

副委員長

1
各
種
団
体
補
助
金
を
は
じ
め
、抜
本
的

な
事
業
の
見
直
し
や
事
業
仕
分
け
な

ど
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
 

　
ま
た
、税
収
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
 

2
知
事
の
後
援
会
の
政
治
資
金
収
支
報
告

書
記
載
問
題
に
つ
い
て
は
、知
事
自
ら

県
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
こ
と
 

3
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
向
け
た
企
業

の
取
り
組
み
を
引
き
出
す
施
策
の
展
開

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
 

4
産
業
廃
棄
物
の
み
な
ら
ず
、一
般
廃
棄
物

に
つ
い
て
も
、県
と
し
て
減
量
化
・
資
源

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
 

5
新
た
な
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、中
山
間
地

域
の
振
興
を
図
ら
れ
た
い
こ
と
 

6
農
外
企
業
の
農
業
へ
の
参
入
に
対
し
て

積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
 

7
広
島
空
港
に
お
け
る
国
際
定
期
航
空
路

線
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
、海
外
か
ら
の

利
用
の
一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と
 

8
広
島
・
釜
山
間
国
際
定
期
フ
ェ
リ
ー
の

重
要
性
を
認
識
し
、航
路
存
続
の
た
め

の
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
 

9
私
学
助
成
の
一
層
の
充
実
と
私
立
通
信

制
高
校
生
の
保
護
者
に
対
す
る
助
成
制

度
を
検
討
さ
れ
た
い
こ
と
 

10
不
登
校
児
童
生
徒
や
中
途
退
学
者
の
減

少
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、不
登

校
児
童
生
徒
の
在
宅
学
習
支
援
体
制
の

具
体
化
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
い
こ
と
 

11
先
端
技
術
分
野
の
企
業
の
意
向
に
適
合

し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
、新
規
常
用
雇

用
に
つ
な
が
る
企
業
立
地
促
進
助
成
制

度
の
見
直
し
を
検
討
さ
れ
た
い
こ
と
 

12
空
交
番
の
早
急
な
解
消
及
び
警
察
署
な

ど
の
計
画
的
な
整
備
に
よ
る
警
察
基
盤

を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
 

所属委員会 
●農林委員会 
●拠点機能強化対策特別委員会 

主
な
質
疑
事
項
 

主
な
質
疑
事
項
 

可決企業会計 企業会計 付託議案の審査結果平成16年度企業会計決算認定 （全会一致） 

可決
付託議案の審査結果
平成16年度普通会計決算認定 （賛成多数） 

【
病
院
事
業
会
計
】

1
平
成
十
七
年
三
月
に
策
定
し
た
病

院
事
業
経
営
計
画
に
基
づ
き
、一
層

の
経
営
改
善
に
努
め
る
こ
と
 

2
広
島
病
院
の「
地
域
医
療
支
援
病
院
」

の
承
認
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
 

3
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
性

の
強
化
を
通
じ
た
在
宅
ケ
ア
の
推

進
を
図
る
こ
と
 

4
県
立
四
病
院
の
運
営
形
態
見
直
し

に
当
た
っ
て
は
、地
域
に
お
け
る
役

割
を
考
慮
し
、地
元
の
意
向
を
十
分

に
踏
ま
え
た
上
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
こ
と

【
工
業
用
水
道
事
業
会
計
】

1
契
約
水
量
に
縛
ら
れ
な
い
、節
水
等

の
企
業
努
力
が
反
映
さ
れ
る
新
た

な
料
金
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
 

2
老
朽
管
路
更
新
へ
の
計
画
的
な
取
り

組
み
に
よ
る
、安
価
で
安
定
し
た
工

業
用
水
の
供
給
に
努
め
る
こ
と
 

3
太
田
川
東
部
工
業
用
水
第
二
期
水

道
に
係
る
企
業
負
担
の
軽
減
と
、よ

り
良
質
な
水
の
供
給
に
努
め
る
こ
と
 

【
土
地
造
成
事
業
会
計
】

1
長
期
未
分
譲
地
の
他
用
途
へ
の
転
換

検
討
や
分
譲
単
価
の
見
直
し
な
ど
、

一
層
の
分
譲
促
進
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
こ
と
 

2
今
後
の
産
業
団
地
の
担
う
役
割
と

望
ま
し
い
土
地
造
成
の
あ
り
方
の

明
確
化
と
、新
た
な
土
地
造
成
事
業

会
計
の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
 

【
水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
】 

1
老
朽
施
設
の
計
画
的
な
更
新
に
よ
る
水

の
安
定
供
給
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
 

2
魚
切
ダ
ム
の
水
質
改
善
と
、広
島
西
部

地
域
水
道
用
水
供
給
事
業
の
将
来
の

方
向
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
 

（平成18年3月31日見込）

●市町村合併の進展により、平成18年3月に県内の市町数は23にな
ると見込まれています。県議会議員の選挙区は、郡と市の区域であ
るため、平成19年4月に予定される一般選挙では、合併後の郡と市
が新しい選挙区となります。

●神石郡、豊田郡については、その人口が議員
一人当たりの人口の半数に満たない場合に
設置が認められる「特例選挙区」とすることが
公職選挙法上できないため、その合区先につ
いて検討しています。

●議員の総定数は、地方自治法により県の総人口
を基に上限数が決められており、本県議会は72
人の上限数のところを、条例で70人としています。

●平成17年国勢調査の速報値を基に、議員の
総定数と選挙区別の定数のあり方について
検討を進めます。

〈広島市安佐南区・広島県議会如水会〉 

〈佐伯郡・自由民主党広島県議会議員会〉 

http://www.pref.hiroshima.jp/gikai/ホームページ

インターネット中継 …本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。
…本会議と予算特別委員会の会議録が登録されています。会議録の閲覧と検索 最新の

情報 

を掲載
して

います
! 

広島県議会 

●実質収支は8億4,200万円の黒字
が生じていますが、単年度収支は
1億3,800万円の赤字が生じてい
ます。 
●特に県債の未償還額は、1兆9，600
億円に達し、公債費負担比率も
21．2％と一般的な危険ラインとさ
れる20％を上回っています。 
●また、財政構造の弾力性を示す経常
収支比率は92．8％と硬直化してい
ます。 

●一般会計決算の状況 

病院事業会計においては、12億4,700万円
の純損失を生じています。これは平成15年度
の純損失に比べ6億3,300万円減少している
ものの、累積欠損金は232億3,900万円に
なっています。 
工業用水道事業会計においては、1億200万
円の純利益を生じています。 
土地造成事業会計においては、6億9,400万
円の純損失を生じており、累積欠損金は64億
8,600万円となっています。 
水道用水供給事業会計においては、15億
9,400万円の純利益を生じています。 

●決算の状況 

普通会計…一般会計と
公債管理特別会計など
14の特別会計の総称 

企業会計…病院事業、
工業用水道事業、土地
造成事業、水道用水供
給事業の4会計 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

 

 

病院事業会計 

 

 
工業用水道事業 
会計 

 

土地造成事業 
会計 

 

水道用水供給事業 
会計 

純利益 区分 

20,954 

  

2,179 

 

7,376 

 

9,693

19,707 

 

2,281 

 

6,682 

 

11,287

△1,247 

 

102 

 

△694 

 

1,594

 支出（費用） 収入（収益） 

歳入総額 

歳出総額 

歳入歳出差引額(A)  

翌年度繰越額(B)  

実質収支額(C)=(A)-(B)  

平成15年度実質収支額(D) 

単年度収支額(E)=(C)-(D)  

財政調整基金取崩額等(F)  

実質単年度収支(G)=(E)-(F) 

金額 区分 

1,019,641 

 1,014,754 

4,887 

4,045 

842 

980 

△138 

4,786 

△4,924

府
中
町

府
中
町

海
田
町

海
田
町

坂
町
坂
町

熊
野
町

熊
野
町

熊
野
町

府
中
町

海
田
町

坂
町 呉市

広島市

安芸太田町

北広島町
安芸高田市

神石高原町

府
中
市

世羅町

東広島市

竹原市

尾
道
市

三原市

福山市

三次市

庄原市

廿日市市

大竹市
江
田
島
市

大崎上島町大崎上島町大崎上島町


